
名前
月 日

3-1

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① あさごはんを たべました。

はを みがきました。それから・だから・でも

② あめが ふってきました。

かさを さしました。それから・だから・でも

③ サッカーが したいです。

あめが ふっていて できません。それから・だから・でも



名前
月 日

3-2

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① おかあさんの いもうとが います。

おばさんの ことです。たとえば・つまり・ところが

② くだものが すきです。

イチゴや メロンです。たとえば・つまり・ところが

③ はやく でかけました。

みちが こんでいて おくれました。たとえば・つまり・ところが



名前
月 日

3-3

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① ノートを かいました。

えんぴつも かいました。そして・けれど・だから

② まいにち べんきょうを しました。

テストで 100てんが とれました。そして・けれど・だから

③ きゅうしょうで きらいな ピーマンが でました。

のこさず たべました。そして・けれど・だから



名前
月 日

3-4

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① おふろに はいりました。

パジャマを きました。つまり・すると・そのあと

③ 1000ｍは 1㎞です。

おなじ ながさです。つまり・すると・そのあと

② まどを あけました。

すずしい かぜが はいってきました。つまり・すると・そのあと



名前
月 日

3-5

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① きょうは プールで およぎました。

あしたも およぎたいです。また・でも・たとえば

② アイスが たべたいです。

おなかが いたいです。また・でも・たとえば

③ わたしは、いきものを たくさん かっています。

いぬや きんぎょです。また・でも・たとえば



名前
月 日

3-6

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

② ほんを よみました。

ふとんに はいって ねました。ところが・だから・それから

① そとは とても さむいです。

コートを きました。ところが・だから・それから

③ かけっこで 1いに なりそうでした。

ゴールの まえで ころびました。ところが・だから・それから



名前
月 日

3-7

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① スイッチを おしました。

へやが パッと あかるくなりました。また・すると・けれど

③ きょうは かんじのテストが ありました。

さんすうのテストも ありました。また・すると・けれど

② おなかが いたいです。

がっこうへ いきました。また・すると・けれど



名前
月 日

3-8

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

② かおを あらいました。

あそごはんを たべました。そして・そのあと・つまり

① にわに いぬが います。

ねこも います。そして・そのあと・つまり

③ きょうは がっこうが りんじきゅうこうです。

がっこうへは いきません。そして・そのあと・つまり



名前
月 日

3-9

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① てが よごれました。

せっけんで きれいに あらいました。でも・また・だから

② おばけやしきは こわいです。

はいって みたいです。でも・また・だから

③ ピアノを たくさん れんしゅうしました。

らいしゅうも がんばります。でも・また・だから



名前
月 日

3-10

あてはまる せつぞくしに ○を つけましょう。

接続詞の使い分け
つか わせつぞくし

① しゅくだいを おわらせました。

ゲームを しました。けれど・すると・それから

② そらを みあげました。

にじが かかっていました。けれど・すると・それから

③ とても ねむかったです。

がんばって おきました。けれど・すると・それから
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